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○千葉アイススケート場管理規則 

平成２４年３月３０日 

規則第２０号 

改正 平成２７年３月２７日規則第１１号 

平成２８年３月３１日規則第２６号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、千葉アイススケート場設置管理条例（平成１６年千葉市

条例第３４号。以下「条例」という。）第１８条の規定に基づき、千葉アイ

ススケート場（以下「スケート場」という。）の管理運営に関し必要な事項

を定めるものとする。 

（使用の許可申請） 

第２条 条例第７条第１項の規定によりスケート場の施設の使用の許可（以下

「使用許可」という。）を受けようとする者は、千葉アイススケート場使用

許可申請書（様式第１号）を条例第３条に規定する指定管理者（以下「指定

管理者」という。）に提出しなければならない。ただし、個人使用に係る使

用許可を受けようとする場合は、この限りでない。 

２ 前項の規定による申請は、使用しようとする日の属する月の６月前の月の

初日（その日が休場日に当たるときは、同日後の最初の休場日でない日）か

ら受け付けるものとする。ただし、指定管理者が特に必要があると認めると

きは、この限りでない。 

（使用許可） 

第３条 指定管理者は、前条第１項に規定する申請書を受理した場合は、これ

を審査し、許可したときは千葉アイススケート場使用許可書（様式第２号。

以下「使用許可書」という。）を、許可しないときは千葉アイススケート場

使用不許可通知書（様式第３号）を、申請者に交付するものとする。 

２ スケート場の施設を個人使用しようとする者は、指定管理者が定める様式
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の個人使用券の交付を受けることにより、使用許可を受けたものとする。 

（使用の取消し） 

第４条 スケート場の施設の専用使用に係る使用許可を受けた者（次条におい

て「専用使用者」という。）がその使用を取り消すときは、あらかじめ、千

葉アイススケート場使用取消届（様式第４号）に使用許可書を添えて、指定

管理者に提出しなければならない。ただし、指定管理者が特別な理由がある

と認めるときは、この限りでない。 

（許可事項の変更） 

第５条 専用使用者は、条例第７条第１項後段の規定により許可に係る事項を

変更しようとするときは、千葉アイススケート場使用許可事項変更許可申請

書（様式第５号）に使用許可書を添えて、指定管理者に提出しなければなら

ない。 

２ 指定管理者は、前項に規定する申請書を受理した場合は、これを審査し、

許可したときは千葉アイススケート場使用許可事項変更許可書（様式第６

号）を、許可しないときは千葉アイススケート場使用許可事項変更不許可通

知書（様式第７号）を、専用使用者に交付するものとする。 

（使用許可の取消し） 

第６条 指定管理者は、条例第９条の規定により使用許可を取り消したときは、

千葉アイススケート場使用許可取消通知書（様式第８号）を、当該取消しに

係る使用許可を受けた者に交付するものとする。 

（行為の許可申請） 

第７条 条例第１０条第１項の規定による行為の許可（以下「行為許可」とい

う。）を受けようとする者は、千葉アイススケート場行為許可申請書（様式

第９号）を指定管理者に提出しなければならない。 

２ 指定管理者は、前項に規定する申請書を受理した場合は、これを審査し、

許可したときは千葉アイススケート場行為許可書（様式第１０号）を、許可
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しないときは千葉アイススケート場行為不許可通知書（様式第１１号）を、

申請者に交付するものとする。 

３ 前３条の規定は、行為許可を受けた行為を行うことの取消し、行為許可を

受けた事項の変更及び行為許可の取消しについて準用する。この場合におい

て、次の表の左欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表

の右欄に掲げる字句に読み替えるものとする。 

第４条 千葉アイススケート場使用取消

届（様式第４号） 

千葉アイススケート場行為取消届

（様式第１２号） 

第５条第

１項 

千葉アイススケート場使用許可

事項変更許可申請書（様式第５

号） 

千葉アイススケート場行為許可事

項変更許可申請書（様式第１３号） 

第５条第

２項 

千葉アイススケート場使用許可

事項変更許可書（様式第６号） 

千葉アイススケート場行為許可事

項変更許可書（様式第１４号） 

千葉アイススケート場使用許可

事項変更不許可通知書（様式第７

号） 

千葉アイススケート場行為許可事

項変更不許可通知書（様式第１５

号） 

第６条 千葉アイススケート場使用許可

取消通知書（様式第８号） 

千葉アイススケート場行為許可取

消通知書（様式第１６号） 

（施設の変更の申請） 

第８条 条例第１２条第１項の規定により承認を受けようとする者は、千葉ア

イススケート場施設原状変更承認申請書（様式第１７号）を指定管理者に提

出しなければならない。 

２ 指定管理者は、前項に規定する申請書を受理した場合は、これを審査し、

承認したときは千葉アイススケート場施設原状変更承認書（様式第１８号）

を、承認しないときは千葉アイススケート場施設原状変更不承認通知書（様

式第１９号）を、申請者に交付するものとする。 
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（利用料金の減免） 

第９条 条例第１４条に規定する規則で定める場合は、次に掲げる手帳の交付

を受けている者が当該手帳を提示して使用する場合とする。 

（１）身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条に規定する

身体障害者手帳 

（２）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第 １２

３号）第４５条に規定する精神障害者保健福祉手帳 

（３）市長が発行する療育手帳 

（利用料金の返還） 

第１０条 条例第１５条ただし書に規定する規則で定める場合は、災害その他

条例第９条に規定する使用者（以下「使用者」という。）の責めに帰するこ

とができない事由により使用不能となった場合とする。 

（公告） 

第１１条 市長は、条例第１６条第１項の規定により公募しようとするときは、

あらかじめ、次に掲げる事項を公告するものとする。 

（１）スケート場の名称及び所在地 

（２）指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲 

（３）指定管理者にスケート場の管理を行わせる期間（以下「指定期間」と

いう。） 

（４）条例第１６条第３項の規定による申請（以下「指定申請」という。）

に必要な書類の内容 

（５）指定申請を受け付ける期間（以下「申請期間」という。）及び次条第

１項に規定する申請書の提出先 

（６）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（指定申請） 

第１２条 指定申請は、申請期間内に千葉アイススケート場指定管理者指定申
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請書（様式第２０号）に次に掲げる書類を添付して、市長に提出することに

より行わなければならない。 

（１）指定期間に属する各年度におけるスケート場の管理に関する事業計画

書及び収支予算書 

（２）指定申請の日の属する事業年度の前３事業年度における貸借対照表及

び損益計算書、収支計算書又はこれらに類する書類（以下この号において

「損益計算書等」という。）。ただし、成立の日の属する年度以後３事業

年度を経過していない法人その他の団体（以下「法人等」という。）にあ

っては、その成立後全ての貸借対照表及び損益計算書等並びに成立の日に

おける貸借対照表又は財産目録 

（３）定款、規約その他これらに類する書類及び成立に登記を要する法人等

にあっては、当該法人等の登記事項証明書 

（４）役員（代表者又は管理人の定めがあるものの代表者又は管理人を含

む。）の名簿 

（５）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

２ 前項の規定にかかわらず、市長が必要と認めるときは、同項第１号に掲げ

る書類及び同項第５号に掲げる書類のうち市長が指定したものについて、申

請期間内に提出することを要しないこととすることができる。この場合にお

いて、同項の規定により指定申請をした者は、市長が定める期日までに、こ

れらの書類を市長に提出しなければならない。 

（平成２７規則１１・一部改正） 

（指定） 

第１３条 市長は、条例第１６条第４項の規定により指定したときは、千葉ア

イススケート場指定管理者指定書（様式第２１号）を指定した法人等に交付

するものとする。 

２ 市長は、条例第１６条第４項に規定する法人等でないと認めて、指定管理



6 

 

者として指定しないときは、千葉アイススケート場指定管理者不指定通知書

（様式第２２号）を当該法人等に交付するものとする。 

（告示） 

第１４条 条例第１６条第５項の規定により告示する事項は、次のとおりとす

る。 

（１）スケート場の名称 

（２）指定管理者の名称、代表者及び主たる事務所の所在地 

（３）指定管理者を指定した場合にあっては、指定期間 

（４）指定管理者の指定を取り消し、又は管理の業務の全部若しくは一部を

停止した場合にあっては、その理由 

（５）管理の業務の一部を停止した場合にあっては、当該停止した業務の範

囲 

（協定の締結） 

第１５条 指定管理者は、市長とスケート場の管理に関する協定を締結しなけ

ればならない。 

２ 前項の協定で定める事項は、次のとおりとする。 

（１）スケート場の管理に関する事業計画に関する事項 

（２）スケート場の施設の使用の許可及び行為許可に関する事項 

（３）利用料金に関する事項 

（４）スケート場の管理に要する費用に関する事項 

（５）スケート場の管理を行うに当たって保有する個人情報の保護に関する

事項 

（６）スケート場の管理に関して保有する情報の公開に関する事項 

（７）事業報告書（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２

第７項に規定する事業報告書をいう。以下同じ。）その他スケート場の管

理に関する業務の報告に関する事項 
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（８）指定の取消し及び管理の業務の停止に関する事項 

（９）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（事業報告書） 

第１６条 指定管理者は、毎年度終了後３０日以内に、事業報告書にスケート

場の管理に関する収支決算書を添付して、市長に提出しなければならない。 

（入場の制限） 

第１７条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者に対しては、スケ

ート場への入場を禁じ、又はスケート場からの退去を命ずることができる。 

（１）酩酊者又は感染性の疾病にかかっているおそれがあると認められる者 

（２）他の入場者に迷惑をかけ、又は迷惑をかけるおそれのある者 

（３）立ち入りを禁止した区域に立ち入っている者又は立ち入ろうとする者 

（４）許可なくスケート場の施設を使用する者 

（５）前各号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に従わない者 

（遵守事項） 

第１８条 使用許可又は行為許可を受けた者は、係員の指示に従うとともに、

次に掲げる事項を守らなければならない。 

（１）許可された目的以外の目的で使用し、又は許可された行為以外の行為

を行わないこと。 

（２）許可された施設以外の施設を使用し、又は許可された場所以外の場所

において条例第１０条各号に掲げる行為（以下「許可行為」という。）を

行わないこと。 

（３）騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及ぼす行

為をしないこと。 

（４）所定の場所以外において火気を使用し、若しくは喫煙し、又は飲酒を

しないこと。 

（５）壁、柱等に貼り紙をし、又は釘類等を打たないこと。 
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（６）使用後又は許可行為後は、速やかに清掃を行い、原状に復し、係員の

検査を受けること。 

（７）前各号に掲げるもののほか、スケート場の管理運営上支障のある行為

をしないこと。 

（委任） 

第１９条 この規則に定めるもののほか、スケート場の管理運営に関し必要な

事項は、市長が別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際現に千葉市教育委員会組織規則等の一部を改正する

等の規則（平成２４年千葉市教育委員会規則第２号）第１０条第５号の規定

による廃止前の千葉アイススケート場管理規則（平成１６年千葉市教育委員

会規則第６号）の様式により調製された用紙は、当分の間、必要な箇所を修

正して使用することができる。 

附 則（平成２７年３月２７日規則第１１号） 

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第２６号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の様式により調製された

用紙は、当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。 
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